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体験活動を通して学ぶ
校長 瀧 嶋 克 己

小竹の森も赤や黄色に葉が色付き、秋の深ま 用します。6 年生は武石少年自然の家（ベル
りとともに冬の訪れを感じます。今年も残すと デ武石）と軽井沢少年自然の家（ベルデ軽井

ころ後わずかになりました。 沢）を隔年で利用しています。

■下田移動教室（5年） 来年度は、6 年生が軽井沢移動教室、5 年
11 月 12 日（水）～ 14 日（金）の 2 泊 3 日 生が岩井移動教室です。

で 5 年生が下田移動教室に行ってきました。5 ■代表委員会による「いじめ防止劇」

年生にとって初めての移動教室です。 11 月は、いじめ一掃取組月間（ふれあい月
1 日目は、アジの開き体験と恵比須島での散 間）でした。取組の一つとして 11 月 20 日

策・磯遊びをしました。2 日目は、魚市場の見 （木）朝の時間に代表委員会が「いじめ防止」

学、下田海中水族館でイルカショーやバックヤ をテーマに劇を行いました。

ードツアー（裏側を見学）、二穴洞窟見学（海 「このような言い方もいじめにつながる場

釣りは強風のため中止）、爪木崎にて柱状節理 合があります」と何気ない一言や友達同士の

や灯台の見学をしました。3 日目は、班行動で 会話を例に挙げ寸劇で表現しました。最後に

シャボテン公園の見学をしました。好天に恵ま 「もし、自分がされたら自分だったらを考え

れ、伊豆七島や富士山を眺めることができまし よう」の横断幕を出して全校に訴えました。

た。 安心・安全・心地よい環境の小竹小学校に

班長を中心にこの移動教室のめあてを立てま していきます。

した。端的に言うと最高の移動教室にするため

に「お互いの気持ちを考える」「みんなで楽し 【小竹小学校ホームページもご覧ください】

く活動する」「高学年としての自覚をもつ」の 学校だよりや学年だより等の他ホーム

３つです。 ページにも学校の様子を紹介しています。

5 分前行動や話の聴き方にもめあてを意識し 現在行われています展覧会の様子もアップ

た取り組みが表れていました。5 年生の成長が していきます。 ぜひご覧ください。

実感できる移動教室となりました。 ［小竹小日記］時々の様子を写真や言葉で

宿舎では、旭丘小学校と食事やレクリエーシ 紹介しています。

ョンを一緒に行いました。事前の調べ学習発表 ［登校届］インフルエンザ等での出席停止

会を合同で行っていたのでスムーズに進めるこ 後、登校する場合必要になります。学校

とができました。 でもお渡しすることができますが、ご自

本校は、5年生が海、6年生が山へ行きます。5 宅からプリントアウトすることができま

年生の海は、下田少年自然の家（ベルデ下田） す。 （参考）

と岩井少年自然の家（ベルデ岩井）を隔年で利
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